
資料１

区民会議の制度について













川崎区区民会議のイメージ
－川崎区区民会議の組織や運営に関する検討資料－

 条例・・・・・・・基本的な事項を議会の議決により定めます

 施行規則・・・組織に関し必要な事項を市長が定めます

 要綱・・・・・・・組織に関し必要な事項を区長が定めます

 運営要領・・・運営に関し必要な事項を委員長が区民会議に諮って定めます

区民会議諸規定用語解説

調査審議する課題

要綱の考え方

 調査審議の結果は文書にて毎年
度末に区長に提出する。 など

運営要領の考え方

 課題を審議する順位を決めるにあ
たっては、緊急性、重要性、実現性
などを考慮しなければならない。
など

組織に関すること 運営に関すること

条例

 区における地域社会の課題を把握し、その解決を図るための方針及び方策につい
て調査審議を行う。

施行規則の考え方

 区民会議の委員が自身の活動等を通じて把握した課題及び区役所が業務を通じて
把握した課題その他の方法により把握した課題から調査審議すべき課題を適切に
選定するものとする。

全市共通



委員の選任

要綱の考え方

 区長は、委員の構成にあたっては、性別、世代、地域のバランスのほか、様々な立
場からの選任にも配慮するよう努める。 など

組織に関すること

条例

 委員は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱する。

   団体推薦委員
   公募委員
   その他委員

施行規則の考え方

 区長は、委員に欠員が生じたときは補欠委員を選任することができる。

全市共通

団体推薦委員の選任

要綱の考え方

 委員の推薦を依頼する団体は、活動目的、活動範囲、施行規則に定める分野にお
ける区内での活動実績を総合的に判断して選定する。 など

組織に関すること

施行規則の考え方

 区の区域内において次に掲げる分野における活動を行う団体から推薦された者

    防災又は地域の交通環境の向上など安全で快適な暮らしをつくる分野
    福祉の推進又は健康の増進など幸せな暮らしを支え合う分野
    子育て又は教育など人を育て心を育む分野
    緑の保全又はごみの抑制など自然環境や生活環境を向上させる分野
    産業の振興又は都市拠点の形成などまちの活力を高める分野
    文化又は観光の振興などまちの魅力を発信する分野
    地域の自治活動又は市民活動など市民自治を振興させる分野
    前各号に定めるもののほか、各区の地域特性に応じた課題に関する分野

全市共通



公募委員の選任

要綱の考え方

 公募委員数（４人以上）

 応募方法（氏名や住所など必要事項に小論文を添えて申込み）

 選考基準（適性や意欲などを総合的に評価）

 選考方法（選考委員会を設置し、書類選考などにより選考） など

組織に関すること

条例

 区民会議の委員に応募した者

附属機関等の委員公募実施指針

 委員数の２割以上となるように努める。

全市共通

その他委員の選任

条例

 その他区民会議の目的を達成するために区長が必要と認めた者

全市共通



委員の任期、再任

要綱の考え方

 再任の回数制限に関すること など

組織に関すること

条例

 委員の任期は２年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。

 委員は、再任されることができる。

全市共通

委員長・副委員長

要綱の考え方

 委員長及び副委員長は、委員任期
の開始後最初の区民会議において
選任する。

 委員長及び副委員長の任期は、委
員の任期終了までとする。

 前項の規定に関わらず、任期中に
委員長又は副委員長が欠けたとき
は補うことができる。 など

運営要領の考え方

 副委員長の人数 など

組織に関すること 運営に関すること

条例

 区民会議に委員長及び副委員長を置き、委員の互選により定める。

 委員長は、会務を総理し、区民会議を代表する。

 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたとき
は、その職務を代理する。

全市共通



会議運営

運営要領の考え方

 区民会議は年４回開催を原則とする。会議開催にあたっては、委員、区民会議参与、
傍聴者が参加しやすい時期、時間帯に配慮しなければならない。

 区民会議の議事は、出席委員の一致により決することを原則とする。ただし、議長が
これにより難いと認める場合は、区民会議に諮ったうえで適切な方法により決するも
のとする。 など

運営に関すること

条例

 区民会議は委員長が招集し、委員長はその会議の議長となる。

 区民会議は、委員の半数以上が出席しなければ、会議を開くことができない。

全市共通

専門部会

要綱の考え方

 専門部会の庶務は総務企画課におい
て処理する。 など

運営要領の考え方

 部会長に事故があるとき、又は部会長が
欠けたときは、部会長が予め指名する委
員が職務を代理する。 など

組織に関すること 運営に関すること

条例

 区民会議は、必要に応じ専門部会を置くことができる。

施行規則の考え方

 区民会議は必要に応じ委員で構成される専門部会を設置し、専門部会は専門的事項に関す
る調査検討を行うものとする。

 専門部会に属すべき委員は、委員長が区民会議に諮って指名する。

 専門部会は、調査検討のため必要があると認めるときは、関係者の出席を求め、その説明
又は意見を聴くことができる。

 専門部会に部会長を置き、専門部会に属する委員の互選により定める。

 部会長は、専門部会の事務を掌理し、専門部会の調査検討の経過及び結果を区民会議に
報告するものとする。

 専門部会は、調査検討を終了したとき又は委員の任期が終了したときに解散するものとする。

全市共通


